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合成関数の高階導関数 (表紙の説明)

前号と同じく初等的な話をのべる。y=f(x),F=g(y)と おくとき ,
Fの xと しての導関数をllF次求める。

F′ (X)=g′ 。f′

F′
′ (X)=g″ (fっ 2+g′ ●f″

F″ (X)=g′′′(f)3+3g″ ・ f′・ f′′+g′・ f/′′

F(IV)(X)=g(Ⅳ)(fぅ 4+・・・̈・          等
このとき,n階の導関数の公式をつくるのも簡単なことで,微積分のつく

られた頃,既 に得 られていたという。解析概論 (高:木著)の問題にもとり

あげられていたから試みられた方も多いであろう。

合成関数の微分と言ゎなくても,高次対称微分の基本演算からも同じ式

が自然にえられ,こ の立場に立つと,n階の場合の公式が極めて簡単に導
かれる。

数学の立場からは一般の公式は有用で,対称群の表現論とも関連して面

白いが具体的な数値を手で数多く求めるのは無意味な上に,大変面倒であ

る。

しかし,時代は移り,今 のようにパーコンが普及 してくると,手計算で

は考えもつかないことが容易にできる。10階位迄なら数分の後に出てくる。

御笑覧のために, 6,7,8階 の場合を計算時間つきで表紙にのせるoプ
ログラムが,せこく,ださいことは言う迄もない。 1回使えば終りのプロ

グラムだから,笑 って見すごしていただければ幸いという所。

表の見方

010100

Q(3)=15 deg=2

は, 15g″・ f″ o lW  又は15g″ d2y  d4y

の意味。同様に ,

01200000

Q15)=280 deg=3

1ま , 280 g″ 。 f″・(f″′)2 又は 280 g″′d2y (d3y)2

の意味である。
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文化功労者となられた森野米三先生

理学部名誉教授

の森野米三先生は ,

このたび文化功労

者の栄誉を受けら

れた。新聞による

と,構造化学分子科学の基礎を確立された功績が

その主要な理由とされている。化学教室で先生の

教えを受けた私たちの喜びは大きい。先生の御略

歴とお人柄については,広報の 1巻 5号 4ページ

(1969)に記されている。

森野先生は 1908年 に大阪に生まれ,高校まで大

阪で過された。高校で片山正夫先生の
は
化学本論"

に感激 し,師を慕って東大入学を決意されたとい

う。この本は熱力学に基いて化学を体系化したも

のである。森野先生の化学統計力学の名講義

(Fowler― Guggenheimの Statistical

ThermodynamiCsの 影響が濃かった)を聴いた学

生たちは ,先生が青年時代に愛読されたという熱

力学と統計力学が先生の学風の基礎にあることを

思 った。

学位論文は片山研究室での表面張力の研究であ

ったが,ま もなくラマン効果の研究を始められた。

これは水島三一郎先生の協力者として分子内回転

を分光学的に解明しようという当時まったく新し

い研究であった。 (先生が発表された初期の論文

のタイ トルに 1ま , “Free Rotation" という虐講葉

がみられる。エタンのC― C結合軸のまわりで二

つのメチル基の回転が自由でないことはわかりか

けていたが,そ のポテンシャルがどのような形を

しているのかについてはほとんど知られていない

時代であった。水島・森野らのラマン効果などに

よる研究は ,こ の問題の解決に大きな役割を果た

朽 津 耕 三 (化学)

した。)現在とちがって市販の分光器がなく,分

光器を何台も手作りされ ,水銀線によるラマン線

を長時間かけて撮影する重労働が続いた。その中

から世界的発見が生まれた。 1,2-ジ クロロェタ

ンに トランス・ ゴーシュ回転異性体が存在するこ

との発見である。これは構造化学を作り変えるほ

どの影響を与えた。

森野先生はゴーシュ型がどんな形なのかをさら

に調べるために電子回折の研究を始められた。

1943年に名大に赴任されたとき,物理教室の上田

良二先生の協力で実験装置第 1号が動き出し,そ

ののち東大に帰られてからも新 しい装置で電子回

折の研究がずっと続けられた。先生は回転スペク

トルの研究に強い興味を持っておられたが,1956

年にアメリカ出張から帰られた頃からマイクロ波

分光の研究を始められた。それには物理教室の霜

田光一先生の強い支援と協力があった。さらに赤

外分光や核四極子共鳴の研究も進められた。

これらの研究の中心テーマは,多原子分子の幾

何学的構造と分子内ポテンシャル定数を正確に決

めることであった。その方法論を確立し,そ れを

用いて分子構造定数をできるだけ正確に求めるた

めに,研究室員の活発な討論と実験が日夜続けら

れた。研究の面白さでもあり難しさでもあったの

は,構造に対する分子振動の影響であった。C02

分子の例をあげよう。この分子は直線形なので ,

C-0結 合の長さを測って 2倍するとO-0の 長
さになる筈であるが,実測してみると2倍より少

し短い。森野先生はそれを分子の折れ曲り振動の

効果として説明された。分子がどのように曲って

も三角形が出来るので,0-0は C-0の 和より
も短い。測定している長さはあらゆる振動にわた

-2-



る平均であるから,上記の結果となる。この現象

にはM orinoの 名がつけられている (イ タリア系

の人だと思ったという外国人もいる)。 岡武史教
授 (現在シカゴ大学)と共同で発表された平面分

子の慣性欠損の研究も著名である。マイクロ波分

光による非直線 XY2型分子の平衡構造と非調和
ポテ ンシャル定数の決定 ,二原子ラジカルの構造

定数の決定もハイライ トの一つであった。これは

広田栄治教授 (現在分子研)ら の協力でなしとげ

られたものである。これらの成果は,化学はもち

ろん量子エレク トロニクス,電波天文学 ,大 気環

境科学などにも大きく貢献している。

森野先生の研究方針の特色は次のようなものだ

ったと思われる。まず実験装置のほとんどを自作

し,改良を重ねながら測定に用いたことである。

物理学の最先端の実験技術を化学の研究に取入れ

ようという意欲の表れであった。その点で上記の

上田・霜田両教授をはじめ多勢の物理学者の惜し

みない協力が得 られたことは,先生にとって幸運

であった。また測定データを解析するための理論

的基盤を明確にすることを目指して努力が続けら

れた。上記のように分子振動の効果を解明できた

のもこのためである。1955年 ごろ分光法と回折法

の精度が向上してきたとき,両方から求めた結果

に矛盾のあることが話題となっていた。森野先生

はミシガン大学の B rockway教授からこのことを

聞かれ ,基準振動に基く計算をされて ,その矛盾

は測っている平均値の内容が違 うためであるとい

う解答を与えられた。これが契機となって,森野

研究室では分光法と回折法の併用解析という技術

が発展 した。このように "両刀"を使える研究室

は,そ のころ世界でただ一つであった。森野先生

はこのような業績によって,1964年に日本学士院

賞 ,1973年 に藤原賞を受けられた。

先生の研究に対するひたむきな情熱を物語るエ

ピソー ドは多い。その一端をここに述べるよりも,

理学部広報 (7巻 12号 3ページ,1976年)に掲載
された先生の小文 "新幹線から赤富士を眺める"

を一読 されることを薦めたい。まず目標を設定し,

自然の状況と人間の条件を慎重に検討した上で果

敢に実行に移される先生の研究の進め方がそのま

ま現れた物語である。そこにも語られているよう

に,先生は山の自然が何よりもお好きである。山

歩きは先生の高校時代以来の最大の楽しみの一つ

であり,現在でもしばしば高い山に行かれる。座

談でも山のお話が出てくると特に面白く,と どま

る所を知らないほどでぁる。

先生は昔から計算尺と計算器 (当 時は手回し型 )

がお好きであったが,1955年 の滞米中に電算機を

実際に使用されて,いかに有用であるかを体験さ

れた。帰国されてから,先生は東大に高速計算機

を整備する計画の発起人の一人として活動された。

高橋 0後藤両先生のPC 2計算機による理学部計算
センターの創設 (1958)を経て大型計算機センタ

ーの創設 (1966)にいたる過程には,先生の並々

ならない粘り強い御努力があった。

先生は相模中央化学研究所所長として長い問多

忙な日々を送っておられたが,最近になって多少

の暇を得て,三原子分子のポテンシャル定数の計

算などを楽しんでおられる。分子構造総合討論会

で自ら発表され,ま たいつも会場の最前列で熱心

に討論に参加されている。そのような機会には ,

戦中戦後の辛酸を切抜けながら全心全霊をこめて

育て見守ってこられた日本の構造化学が今日の隆

盛をみたことについて,無量の感慨をお持ちのこ

とであろう。このたびの御受賞を心からお祝い申

し上げ,今後もますます御研究と山歩きをお楽し

みになるようお祈り申しあげる。
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キャニオンラン ド印象記

本年 (1981年)6月 ,米国ユタ州南東部のキャ
ニオンランド国立公園で,数理生物学のフィール

ドワークショップが開かれた。会期は 5日 間 ,参

加者は米国から20名 ,カ ナダ,イ タリア,日 本か

ら各 1名の,計 23名であった。会場は人里遠く離

れた岩山の中の浅い洞穴に設けられ,参加者は付

近の岩場にテントを張って寝泊まりし,セ ミナー

を続けた。文字通りの field workshop(野外研究

集会)であったわけた。
ユタ州は,その中央を走るロッキーの支脈を除

けば,全体として緑の少い ,広大な乾燥地帯であ

る。コロラド,ワ イオミング,モ ンタナ等ととも

に,オ ール ド・ ウェス ト (旧西部)と呼ばれる地

域に組み入れられる。目覚ましく発展したお隣り

の大平洋岸地区 (フ ァー・ ウェスト)から取り残

され ,か っての西部開拓時代の名残りを今だに多

くとどめている地域だ。州の北部には,海水の 6

倍もの高濃度の塩水をたたえたグレート・ ソル ト

レークが広がり,そのほとりに栄える州都 ソル ト

レーク・シティーは ,末 日聖徒イエスキリスト教

会 (モルモン教会)の本拠地として名高い。19世

紀半ば,一夫多妻を認める異端宗派として迫害を

受け,東部を追われたモルモン教徒たちが初めて

この辺境の地を踏んでから 1世紀半。彼らのたゆ

まぬ努力で ,か っての不毛の大地に多くの人間が

住めるようになり,町は発展した。現在もユタ州 ,

とくにソル トレーク・シティーでは,優に半数以

上の人間がモルモン教徒だといわれる。

いくらか発展 した北部に対し,州の南部には殆

ど手付かずの荒野が広がる。地形的にも,北部と

はかなり異なっているようだ。見渡す限り続く砂

漠。その砂漠のFtt所に島のように浮かぶ異様に切

俣 野 博 (数学 )

り立 ったメーサ (台地)の群れ。地底奥深 く口を

開けた谷。林立する巨大な石柱群。天空に懸かる

荘大な岩のアーチ。これらの驚異的な造形のひと

つひとつが ,悠久の昔からの人智を超えた大自然

の力によって生み出されてきた。その無言の威容

は ,こ こを訪れる者の魂をゆさぶらずにはおかな

い。私は地質学の専問家でないので詳 しいことは

知 らないが ,ユ タ南部の荒野は地質学的にも極め

て変化に富んだ場所だとい う話だ。私などの素人

目にもそう見える。実際 ,同 じ荒野の中でも ,場

所 ごとに地質 ,気象条件 ,造山運動の影響の受け

方の違いなどから景観の変化が著 しく,ひ とたび

場所を変えると眼前に全 く異質の風景が展開する

のに驚かされることが しばしばある。ちなみに ,

全米41ケ所の国立公園のうち,5ケ 所がこのユタ

南部に集中しているのも,無理からぬことに思わ

れる。

今回のフィール ドヮークショップは ,詳 しくは

キャニオンランドの Upper Salt Creek Canyon

という場所で開かれた。ここはナヴァホ砂岩から

なる岩山の連続する地域で ,岩の表面はザラザラ

して丸みをおびており,ゴ ツゴツした感触はない。

それでも高さが50m以上に及ぶ断崖絶壁はザラで

あり,そ んな岩山と岩山の間には催木におおわれ

た砂地が広がって ,小さな川が流れていたりする。

その川も,日 中は干上がって しまうことが多い。

また ,13世紀半ばの隆盛期を最後に,突如この地

域から姿を消した,Anasaziイ ンデア ンの住居跡

も点在 している。メキシコの先進文明の影響を受

け ,当時の北米 インデア ンの中では比較的進んだ

文化を誇っていたといわれる。彼 らの住居は ,岩

の薄片を レンガのように積み上げて ,練 り土で固
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めた壁からできている。外敵の侵入に備えてか,

ときに断崖の申腹部の横穴に作られていたりもす

る,それでも長い年月による自然風化や過去の盗

掘のために,遺跡の多くはひどい損傷を受けてい

る。彼 らがここで生活を営んでいた当時は,も っ

と緑が多 く農耕も盛んであったそうであるが,今

では土地の乾燥が進み,砂にまみれて色あせた濯

木の群れが,わずかに往時をしのばせているに過

ぎない。我々がここを訪れた 6月 は,夜間はしの

ぎやすいが日中は最も苛酷になる季節であり,雲

ひとつなく晴れ渡 った空から,眩 しい太陽の光が

乾いた大地の上に容赦なく降り注いでいた。

フィール ドワークショップは6月 8日 から始ま

った。数学を専門とする私にとって, この「フィ

―ル ドワークショップ」というのは耳慣れない言

葉であった。Field workshOp,直訳すれば「野

外での研究集会」となる。生物学や社会学でおな

じみの "fielふ′ork"(野 外作業,実地調査 )に

通じる響きもあるのだろう。フィール ドワークシ

ョップに参加するのは,私にとぅては今回が勿論

初めての経験だったが,実は他の参加者全員にと

っても事情は同じであったようだ。だいたい,数

学的な理論分析が中心のこのセミナーの性格から

して,こ れを野外でやらねばならぬ理由は見当た

らない。それを敢えて野外で, しかも人里離れた

辺ぴな山中でキャンプ生活までしながらやったの

は,発起人の Fif e教 授 (ア リゾナ大学 )に ,数理

生物学という学問のあり方に対する彼なりの深い

きのこ状の奇岩。後方に1見えるのはエンジェルアーチ
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考えがあったからだ。しかしまた一方で,無類の

ハイキング好きであるFif e教 授の個人的趣味が

今回のフィール ドワークショップ開催の大きな原

動力となったことも否めないだろう。彼の呼びか

けに応 じて方々からテントと重い荷物を背負って

集ってきた参加者たちも,考えてみれば物好きな

連中ではある。とは言え,参加者それぞれが,そ

れぞれなりに, Fif e教 授の考え方に共鳴できる

ものを持っていればこそ,こ うして集ってこれた

のである。

セミナーは,天然の大ホールとも言うべき巨大

な浅い洞穴で行われた。洞穴といっても,岩壁の

上部にひさしが付いている程度のものを想像して

いただければよい。とにかくこのひさしのおかげ

で, 日射病の心配もなく快適なセミナーを続ける

ことができた。黒板の代用品として,段 ボール板

の上に特殊なツルツルの紙を張った急ごしらえの

ホワイ トボー ドを ,枯れ枝のスタンドの上に置い

て使用した。これは Fif e教授の手製で,彼 の自

称masterpieceで ある。

講演は午前と夕方に行われた。夕方といっても

午後 6時から8時までの 2時間で, 日中はずっと

フリータイムである。その時間を利用して,参加

者の多くは周辺の山々を各々好き勝手に散策して

回った。岩かげを歩いているうちに思いがけずイ

ンデアンの遺跡を発見 したり,切 り立 った尾根の

上から眼下に巨大な天然の岩のアーチを見つけて

ノ
]ヽ曜りしたりなど,毎 日のハイキングは,童心に

かえった我々の冒険心を十分に堪能させてくれた。

夕食は午後 8時から始まる。夏時間 (daylight

saving time)を 採用しているので, 8時でも

かなり明るい。食事係としてユタ大学の 3名 が毎

日の夕食の面倒を見てくれた。ただし,食器洗い

は全員が交替でや った。一日のスケジュールが終

わり,酷暑もおさまったこの夕食時が,最もリラ

ックスできる時間である。食事係のテ ントの周囲

に集 った一同のあちらこちらで ,様 々な議論に花

が咲 く。昼間の講演内容を掘り下げた話 もあった

し,ス タンフォード大学の」.B Keller教授のよ

うに,そ の博識を生かして毎晩違った興味深い話

題を取り上げては熱心に話し込む人もいた。

夕食が済み,時計も 9時を回ると,さ すがにあ

たりも暗くなってくる。それでも,ラ ンプの光や

月明かりをたよりに,ま だあちこちで話が続 く。

夜も更けてくると,学問的な話題は次第に減り,

誰かがうまいリムリック (limerick)を 考えつ

いて皆を笑わせたりする。リムリックとは,俗な

話を題材にした五行戯詩で, 1・ 2・ 5行 と 3・

4行がそれぞれ韻を踏んでいる。リズムの良さに

加えて機知とユーモアが要求され,米国では毎年

リムリック大会が催されるなど,なかなか根強い

人気があるという。私はKell∝を始め何人かの リ

ムリックを聞かせてもらったが,俗語が多いので ,

悲 しいかな解説を聞いて初めて意味がわかるとい

う有り様だった。

皆が銘々のテントに戻り,寝静まる頃,あ たり

を夜の静寂がつつむ。近くを流れていた小川のせ

せらぎも,今 は沈黙している。日中の暑さで千上

がってしまっているのだ。川が流れを取り戻すに

は,明 け方近くまで待たねばならないだろう。そ

の頃我々は深い眠りの中にいる。

最終日,今回のフィール ドワークショップにつ

いての反省会がもたれた .セ ミナーのあり方につ

いて忌憚のない意見がかわされたが,結局来年も

同様の野外セミナーを開くことで合意 した。参加

者全員にとって初めての試みであったこのフィー

ル ドワークショップは,ま ずは成功だったと言え

よう。
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理学部図書室の現状 と要望

東京大学理学部は,東京大学の中で図書掛のな

い唯一の学部です。この事については,十数年前

より掛を置く様に要望していました。しかし,掛

のないため,54年の 3月 迄は,図書登録事務,そ

の他の理学部事務として行わなければならない事

務のかなりの部分を総合図書館にお願いして来ま

した。ところが,54年 度より会計上の規則が変わ

り,総合図書館に依頼できなくなり,現在は登録

事務 ,その他の庶務的事務,及び文部省によるネ

ットワーク (国立大学等間文献複写業務 )の複写

事務に至るまで理学部事務にお願いしています。

その為,登録事務は用度掛,庶務的なことと複

写申込については庶務掛,複写事務の会計的なこ

とは司計掛,と いう様に理学部事務室に様々なこ

とでお願いすることが増えました。理学部の各図

書室のまとめ役として,ま た東京大学附属図書館

の機構 (図書行政商議会一幹事会一 S系学部部会

一学部図書館・室 )か らいっても図書係はぜひ必

要です。古 くは,複数の図書職員が居る数学,物

理 ,化学 ,近年は,全図書室の交代で行ってきた

ことも,最近の様に図書室業務が複雑多様になり

ますと,理学部に図書掛がないため,現在,次の

ような諸問題をかかえています。

(D 登録事務について

蔵書が飽和状態にある現在では,登録すべき

もの,登録 しなくてもよいものの判断が必要に

なってきている。しかも教室の特殊性によって

異るので ,各教室の意見を尊重して登録事務を

することが望ましい。

12)紀要との交換雑誌の保管場所が一貫 しないで ,

分散している。その為,利用出来ない場合もあ

り,教室間の意見もまとまっていない。

理学部図書室職員一同

(3)理学部宛寄贈図書の配置場所と利用支障。

(例 1)国会図書館発行の新収洋書目録は,

理学部中央図書室があれば,そ こに配置し共同

利用されるべき性質のものであるが,現在 1図

書室に保管されており,理学部内では所在さえ

明らかでない。

(例 2)東京大学の博士論文審査要項は,各

学部宛一部のみ発送を行うように変更されたよ

うだが,現在その所在は不明である。

(4)LCカ ードの検査員
(Library Of Congressヵ ―ド)。

図書目録の機械化に先立って,文部省から各

図書室にLCヵ ―ドが無料で希望枚数配布 (理
学部への配布枚数は,56年度は約 10,000枚 とな

る見込み)される。これらについては,各教室
に配布されるごとに検査を行い,こ の検査書の

検査員は,本部の指示により羽鳥が行ってぃる。

15)カ ー ド複写機 (理学部全図書室共有 :当面 ,

数学図書室設置)の一年間の各教室の利用枚数 ,

消耗品の1費用の配分を,現在は数学図書室で行

い,移算事務は,理学部司計掛に依頼 している。

16)現在,理学部内の資料の検索は容易に出来な

いが,中央図書室が出来れば,何 らかの解決方

法を見い出すことができ,理 学部内の蔵書調

整及び資料の有効利用に役立つものと考えられ

る。

(71 国立大学等の所蔵 している文献の複写につい

ては,文部省の指示により,国立大学等文献複

写業務規定に基づいて行なわなければならない。

その窓口は,学部単位となっているが,何れの

図書室も窓口になり得ないので,現在依頼連絡

事務は庶務掛が,そ の移算事務は司計掛が行っ
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ている。依頼に関してこのように事務が煩雑な

上,複写の受付に関しては総合図書館にゆだね ,

理学部としては窓口としての義務を果していな

い。相互利用のたてまえからすると,中央図書

室が窓口となった依頼と受付を行なうことが望

ましい。

18)検索用端末機設置については,理学部は附属

図書館の中では極めて遅れており,55年度藤原

前図書館長時代からの懸案事項である。これに

ついては,理学部は建物が分散している為,各

号館に置くのが適当ではないかと,藤原前図書

館長及び各教室図書室職員で相談の上,要望書

を理学部長宛56年 2月 6日 付で提出している。

これは総合図書館として, 5年後をメ ドに今迄

の目録業務システム (今は,カ ー ドシステムを

用いている)を閉 じる計画に対応するためのも

のである。その為,近い将来の機械化にそなえ

て理学部図書職員が勉強しなければならない状

態である。

19)マ イクロリーダーも最近では同時原物大複写

≪学部消息≫

教

9月 16日 (水 )定例教授会

理学部 4号館 1320号室

(D 前回議事録承認

12)人事異動等報告

13)昭和56年度流動研究員の受入れについて

14}評議員改選について

(5)人事委員会報告

(6}教務委員会報告

(7)そ の他

可能の機械が開発されている。この機械購入に

ついても研究する余地が充分ある。

00 外国雑誌一括購入委員会・図書館の窓編集委

員会・外国雑誌検討委員会・幹事会・自然科学

系学部部会 。自然科学研究所部会などの委員又

は出席なども,各教室としては,複数図書職員

が居る所より出すことが多く,こ うした事も一

貫性に欠け,事務上支障を来している。

lJ 東京大学理学部で発行 している紀要は,各図

書室が該当分野を所蔵している。外部からの利

用などを考慮すると,な おかつ全 SectiOnが集

中保管されていることが望ましい。

以上のような問題点を解決するために,さ らに

近い将来具体的に検討されるであろう資料の分担

収集,業務の機械化,た とえば情報検索, コンピ

ュータによる目録システム等に積極的に取組んで

ゆく上にも,中央図書室の設置が切に望まれます。

(文責 :羽鳥 )

△ メ  モ

10月 21日 OК)定例教授会

理学部4号館 1320号室

(1)前 回議事録承認

12)人事異動等報告

(3)研究生の入学について

(4)研究生の期間延長について

(5)昭和56年度奨励研究員の受入れにつ いて

(6}人事委員会報告

(71 会計委員会報告

18)教務委員会報告

(9)そ の他

(次回予定 :11月 18日 (水 )午後 1時 30分 より)
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教室主任会議メモ

9月 16日 (水)理学部 4号館 1320号室

(1)デ ータ・ ターミナル購入について

12)そ の他

9月 2日 (水 )

(4日  (`金 )

17日  (木 )

25日 (金 )

30日 (水 )

(～ 10月 6日

10月 8日 (木 )

21日 (水 )

イ丁

会計実地検査

臨海実験所 )

組換えDNA委 員会
放射線管理委員会

職員一般定期健康診断

(火 ))

給与簿監査準備調査

陸上運動会

モメ事

特定研究には,来年度から新たに「情報化社会

における言語の標準化」ほか 7領域が加わり,こ

れに対 し,「原子過程科学の基礎」ほか 6領域が

本年度で終了することになりました。

公募要領には,研究分担者について,大学など

の研究機関に所属する研究者だけでなく,国公立

試験研究機関,民間企業などの研究者や日本学術

振興会の奨励研究員なども加えることができるこ

とが明記された。

また,研究計画調書についての変更点は①研究

経費の明細の記入について簡略化を図り,事項ご

◎ 昭和57年度科学研究費補助金の公募について

一試験研究の趣旨などが明確に一

22日 (木 )中 国科学院代表団視察

24日 (土)PrOf Siv George Porter博 士

(ノ ーベル化学賞受賞者)講演会 。懇談会

29日 (木 )第 56回国立 9大学理学部長会議・

懇談会

11月 9日 (月 )組換えDNA委 員会
16日 ～19日 中間子科学国際シンポジウム

21日 (土)理学部関係名誉教授懇談会

とに金額を記入することとし,(た だし,特に必

要があると考えられる場合には例示の事項以外の

事項を記入しても差し支えない)と した②継続課

題の研究計画調書用紙を新たに設けなЭ特別研究

と特定研究の研究計画調書の提出部数を改めた一

など。

なお,応募にあたっては,各教室・施設の事務

を経由するものとし,種目別提出書類,部数及び

期限は次のとおりでありますので遺漏のないよう

願います。

-9-



種 本部提出期限 理学部提出期限 提 出 部 数

究
究研Ｍ
②

男
特
特
害ん触田

が
自

11 14(土 )

56 10 31(Jl)

計 画 調 書   8部 (翫 :

鷲半frt詈言み)3部 (罰 :
個 人 申 請 票    2部  (正 )

特 定 研 究

(2)

環 境 科 学 特 別 研 究

核 融 合 特 別 研 究

エネルギ ー特別研究

総 合 研 究

(A)     (B)

56. 10 31(⊃

計 画 調 書
承 諾 書
(研究分担者ごとに)
個人申請票

口
謂
　
①

組
螂
郷

８

般 研 究

(A)(B)(C}

奨 励 研 究 (A)

試 験 研 究

(2)

物賄
％
刊
行馴同慟

獅馴軟
文部省

5612.10k)～
5日 (土)

文部省大学学術局

情報図書館課ヘ

直接

別添公募要項参照図
銘
術
晰
物

学
に
行
般
馴
畑

一
不
二

特 定 学 術 図 書

デ ー タ ベ ー ス作 成

備 考
1 提出期限は厳守のこと。 (期限より遅れたものは受付けません。)
2TI:[[i:ま

II][:;鷹
馨[堰言曇穫:書秀襟よ醤冨島凛醤I壁番liギ;'勒葬£Kaξflξ

3 研究代表者分又は研究分担者が外国出張 。国内出張その他の理由により長期にわたって所属研究機関を離れ研
究代表者及び研究分担者の責任を果たせなくなる場合には,原則として研究費は交付されない。
したがって,以上のような事態が予想される研究者は,研究計画をたてるとき研究代表者叉は研究分担者にな
ることをさけること。
4.総合研究(Al。 (Bl及び試験研究について,研究費を申請しようとする者で 2つないし3つの細目 (又は分科)で
審査を希望する場合は,研究計画調書はそれぞれ次の部数を提出すること。
① 2つの細目 (又は分科)で審査を希望する場合………11部
② 3つの細目 (又は分科)で審査を希望する場合………14部
総合研究(Al,一般研究(Al。 (B)及び試験研究について研究費を申請しようとする者のうち,「広領域」で審査を
希望する場合は研究計画書は 11部
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◎ 轟野米
=名
誉教震文化功労奢に

今年度つ蘇卸権鑢鑑帥軋 さるЮ月2o H‐の間議で ご稀躍をお折り申し上げますJ
R定動数さ|れ 感誉教授森野米二集肇 (化掌教菫r  tti顕彰式は11月 4尋 ,自立教育会館で行わ
商オ)証11は|えはる.ご鑑資をされました壕     れまし経.
心から|お祝い申し■luると,ともに,1議すますの

人 '事  異  1動
所厨1  冨議   攘  名  発冷年月署   異 動 内 容    膿  著
人 商 国 手  檀 蘭 憬麹 1職 乳 1 壌 朧
化 学 助 手  愉 内 桑 美‐ 鉛 71 昇 悽

物 理  動 手  藩 水 1藩 華  5駐 入lc 凛 用
天 菜 蠍 手  屋 中1 難  饉 01 堺 爛
権 411 助 手  蓄 蓄 ネ 弘  工 a lQ 擁 用
地 質 勘 手  藤,寡 議 爾  蠅 動 1 休 職

化 嘩  動 手  珈 個1宗 薩  1亀 ol 慄 需
鍮 量 慟.手  装 劇 降 潰  樋 勁 1 深 曜
撃 学  助 子  郷|ヌ :雄靱  尋ai9 1 株 議

逸 贄‐ 勘1子  彙 和 善 隆: 嵌井 0 1‐  趣蔭農
物 理‐ 動|・手  藤■田: 憲  1陥‐3 1  株‐欄

イし 学  働1手  山 村 Nll士  饉,Ql 株 懇

曇 学‐ 麟 手  容 島 1藍| 二  駅lo l  株 職

物 理‐ 動 手  池 繭|――m鍮  1臨 駄 1 覆 職
物 潔 1蠍1手  天 埜 嚢 羹  融‐9]蟻  体 嚢|

人 類| 1隧  種 燻 ‐Tlll貞  1艦‐懃i慇  昇 篠
運 物  勤 手  詢 ロ エ

= 
馳 甕30 辞 職

地物軒1助 1手  :砦 上 置 麟  :罰 1‐Q l  課 鳳
地麟研‐ 勤 手  山 本  隆  鵬躙Qi 罪 願
靱   場 手‐  二 騰‐ 鰺  lm l麒 1  休 職

数 挙 動鰊 大 鳴 利 雄  団向α l 鑢 換

躙赫鰤鉢

凸絆ξ号1

‰ lぬ

葡甕蒔錆
購蒙蒙都へ

颯♂
Li塩

熱、 IQ, 1

～ 5■‐ 331

塊′&蹴

`暫ζ絆群塑
理学部欝師より

地 J10,1
～‐凱 ‐3‐ 微
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所属

数 学

物 理

人 蠣

富 職

議   舗
氏   名   桑今年月日   興‐動 内 蓉
堀 川1 1約 二  5&10,1  昇.儀

備

・治

趨

慶

百

米

非

・楯

平

授一毅 56‐ 1lQ.16

56.lQ l.

昇 任

講師に併督

Ｆ

職

用

機

職

構

磯

昇
一
辞

鍛

群
．
評
．
鼻

体

琴

報

報

文

学

務

理

事
・
情

「情

天

化
一
事

・物

事 務  事 務 官

事 務 1醜掛難 ‐

饉

事 購 富

事 務 官

濡1薔 員
事 務 官

人事碁姜螢

教薔 職員

大 鰊 磐 子

機 原 慕.:彦

置 本 道 子

安 藤 蔵慶

掘 霊‐典 子

今 載1確 津

片
.桐 百合子
山 EEl悪 豪

測 鳳1登志勇

与ati 募 優

50二 1, 暴 任

5S.■  1‐

50 1131

56.al.
56. 9‐ 30

3alQ 3
5a z‐  L

531D15

評 議 員 の 交 代

囀阜) la村■節教麟 (蒙, 隧 1鳳 12～ 58 m ll  任期,午

網 )色 ‖1嚢握自動髪燿塁)馳
i静 ‐1]こ識 撒 積 任鰤 1了

教務議員会議員0-部交代

い はlm月 1日付けで二部委員の変

醸 あった。今期の委員感麺弩朧副瓢は次のとおり

である。|

委員長  飯 鋼 修 ‐ ψい
委 ‐員  落■合 蜘 郎 艶
″  握 轟 雅 彦 鰭 )

委 員  尾 崎 洋 二 ∝ )
″  Ω弁 上 康 勇 超的
′  。高 橋 量 ‐ 運動
″  。議 同1  弘 |(鑢】
住。印は新商 ‐豪 鮭親2年)である。

憫 ポ

ベ .

理学部糧婦典援よう

儡 扮

躙 鋏 与

昴
弓奮

1経理部より

人事封ょり

5Q1015
～ 1即.1肌 14
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外国人客員研究員

地

地

所属 受入れ教官 国籍   氏   名
地 質 島崎助教授 大韓民国 李  日文 成

化 学 原口助教授 タ イ 国 Tasnee
Attanandana

化 学 朽 津 教授 ポ
昌
ラン Marek」 .Wojcik

化 学 不破 教 授 アメリカ J.D WinefOrdner

化

物 岸 保 教 授 エジプ ト Abdel Rchim
lmamm Bayoumi

物 岸 保 教 授 エジプ ト EL― SA YED
A/10hamed
Abdelrahman

学 不 破 教 授 カ ナ ダ CoL.C hakrabarti

化 学 不 破 教 授 カ ナ ダ 」.C.Vanloon

数 学 服 部 教 授 日  本 小 林 昭 七

物 理 中井助教授 フランス 」.C.Falvre

理 岸 保 教 授 中華人民 朱  抱  真
共和国

報 後 藤 教 授 ハンガリ Endre Huiber

物 田沢 教 授
嘉兵名畳

H・ R Luhring

現     職
ソウル大学校師範大
学 副教授

カセサー ト大学
助教授

ヤギイロニアン大学
講自T

フロリダ大学化学科
教授

カイロ大学理学部
教授

畢嘉

口大学理学部

カール トン大学化学
科 教授

トロント大学地質化
学科 教授

カルフォルニア大学
教授

昌
EN Saclay研究

中国科学院大気物理
学研究所 研究員

ハンガリー応用シス
テム分析教育局

チュービンゲン大学

研究期間

56. 7. 16
S

56. 8 15

56  9.10
S

56 10 24

56. 7. 7
S

56. 8. 8

56  7.20
S

56. 10.10

56. 8. 3
S

56. 9.  1

56. 8  3
S

56  9.  1

56. 8.31
S

56  9.12

561 9.  1
S

56  9,30

56. 9.25
S

56.12 24

57.  2  1
S

58‐  1.31

56. 9. 15
S

56. 9.27

56. 10  8
S

56 10.29

57. 1 10
S

58  1  9

備  考
日本学術振興会
科学者交流事業

日本学術振興会
東南アジア諸国
学術交流事業

日本化学会等

日本学術振興会

外国人受託研修
員

外国人受託研修
員

日本学術振興会
科学者交流事業

日本学術振興会
科学者交流事業

日本学術振興会
外国人招へい研
究員

サクレー研究所
(フ ランス)
東大 。高エネル
ギー研究所

日本学術振興会
科学者交流事業

日本学術振興会
科学者交流事業

日本学術振興会
若手研究者招致
事業

物

情

植

D

-13-



56. 5.19

東京大学名誉教授の称号授与

藤 原 鎮 男
竹 内   均

東京大学職員の永年勤続表彰

天文学科  今 成 、4 津 殿
56.930停年による退職に際し,表彰され,記念品が贈られた。

秦 原 五 郎

渡  航  目  的
日米シンポジウム「不斉の化学反
応とプロセス」出席のため

国際協同実験 ,電子 0陽電子衝突
実1験のため

国際則地学・地球物理学連合執行

層臭貪物塁撃織曇軍驚暴基L澤房
ため

コンピュータグラフィックスに関
する共同研究及び研究討論並びに
コンピュータグラフィックス国際
会議, コンピュータ・ソフトウエ
ア国際会議論文委員会出席のため

日書間化合物の物理」国際会議 ,

ルミネ ッセンス国際会議出席及び
開発途上国学者指導のため

固体中の内部摩擦と超音波吸収に
関する国際会議出席及び固体物理
学に関する研究連絡のため

アフリカ大型類人猿の比較研究の
ため

準安定希ガス原子と気相及び凝縮
相分子間のエネルギー移動過程に
関する共同研究実施並びに第12回
電子原子衝突物理学国際会議出席
のため

両

光

水ヽ
　
田

定

霜

0

者航渡外海

所属  官職
化 学 助 手

素粒子 助教授

地物研 教 授

氏   名
浅 見 真 年

(7

渡 航 先 国

アメ リカ合衆国

ドイツ連邦共和
国

カナダ,連合王
国, ドイツ連邦
共和国

アメ リカ合衆国

月 )

渡航期間

7.  5-7. 13

7.10～
58. 7. 9

7.23～ 8.22

7. 4～8 21

山 田 作 衛

福 島   直

情 報 教 授 国 井 利 泰

物 理 教 授 上 村

物 理 助 手 岩 佐

人 類 助教授 西 田 利 貞

イド
国
，
和
ア
共
り
邦
夕
連
イ
ツ

洸

スイス, ドイツ
連邦共和国

タンザニア連合
共和国,連合王
国,フ ランス

アメ リカ合衆国

7. 3～ 7.26

7. 2-7. 16

7 22～
57  1 21

′
7. 13～ 8. 19

泉

化 学 助 手 鈴 木  薫
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所属  官職

化 学 教 授

氏   名

田 丸 謙

渡 航 先 国

中華人民共和国,
フランス, ベル
ギー,ハ ンガ リ
ー,ユ ーゴスラ
ビア, オランタヽ
連合王国, ドイ
ツ連邦共和国 ,
ソビエ ト連邦

アメ リカ合衆国

中華人民共和国

台     湾

アメ リカ合衆国

フランス, スイ
ス, ドイツ連邦
共和国

アメ リカ合衆国

渡航期間

7.29～ 10 9

7. 21-7 27

7 27～ 8  4

7 14～ 7 27

7  6～ 9  5

7  6´-7 29

7  5～ 8 20

化 学 教 授

植物園 助 手
地 理 助 手

動 物 助教授

朽 津 耕 三

邑 田   仁

池 田 安 隆

代 谷 次 夫

渡  航  目  的

固体触媒作用の機構の研究及び国
際純正応用化学連合総会, ヨーロ
ッパ触媒化学会出席並 びに触媒化
学に関する研究連絡のため

」省I個寄慮考ム
に関するシンポ

植物分類学の資料収集のため

絆ぎ尊垢閲紘
る調査及び共同研究

放射線生物学に関する研究調査の
ため

第 9回高エネルギー物理と原子核
構造国際会議出席及び原子核物理
学に関する研究連絡のため

準安定希ガス原子と気相及び凝縮
相分子間のエネルギー移動過程に

賜広蒻奎昆菖響香醤鋒雲曇霊像倉
原子衝突に関する国際会議出席の
ため

光合成細菌ロ ドシュードムナス・
スフェロイデスの遺伝子解析研究
のため

淫設5先華場進撃だ籠甲管含葬墨
絡のため

第 5回国際ウイルス学会出席のた
め

脈動型オーロラの物理機構の研究
実施のため

シンガポールにおける自然科学分
野学術事情調査実施のため

脈動型オーロラの物理機構の研究
のため

野学石彗情調査糞えら見螢
科学分

第 5回 国際ウイルス学会出席及び

糧惚偲躍盆
子生物学に関する研究

物 理 教 授 山 崎 敏 光

化 学 助教授 近 藤   保

植 物 助 手 原 山 重 明

物 理 助教授 長 澤 信 方

生 化 教 授 岡 田 吉 美

地物研 助 手 林   幹 治

物 理 教 授 二 宮 敏 行

地物研 助教授 國 分   征

情 報 教 授 後 藤 英 一

生 化 講 師 大 野 嘩 司

地物研 助教授 飯 島   健

アメ リカ合衆国

ドイツ連邦共和
国, ドイツ民主
共和国

フ ラ ン ス

カナダ,連合王
国

シ ンガ ポ ール

カナダ,連合王
国

シ ンガ ポ ール

フランス,ス イ
ス, ドイツ連邦
共和国,ベルギ

連合王国 ,デ ン
マーク

720～1010

7 17～ 8  1

731～8,9

7 15-8. 16

7 20～ 7.24

7.15～ 8 16

7.20-7. 24

7 31´-8. 19

7 28～8 19

月 )

8 1～815 泥炭地学に関する調査研究のため

る
の

す
席
関
出
に
議
析
会
解
際［呻Ｔび̈［秘(8

豊 中華人民共和国地 理 教 授 阪 口
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所属  官職   氏

化 学 助 手 内

鉱 物 助 手 山

物 理 助 手 梶

情 報 教 授 山 田

名   渡 航 先 国
周 式 カ  ナ  ダ

局 光 カナタ
゛
,ア メリ

カ合衆国

晃 示 アメリカ合衆国

尚 勇 アメリカ合衆国

真  ドイッ連邦共和
国

一  アメ リカ合衆国

リカ合衆国

合 王 国

リカ合衆国

リカ合衆国

ソビエ ト連邦 ,

ベルギー

オース トラリア

アメ リカ合衆国,
メキシコ

アメ リカ合衆国

カナダ,ア メ リ
カ合衆国

アメリカ合衆国

中華人民共和国

ハ ン ガ リー

アメ リカ合衆国

渡航期間

8. 7～ 8 22

8 10,8 29

8.12～ 9 6

8.  2～ 9  3

8 1～
58. 7 31

8 17～ 8.26

8 29-9.  5

8.  1´V8 19

8. 9´ヤ8.20

8 20～ 8 31

8 30´ヤ

57  9  9

8.15～ 9  7

8 14´V8. 31

8.14～ 8.28

8. 15～ 8.30

3.30～
57  2.20

8  2～ 8. 7

8 29～ 9  7

8  7～8 27

8. 1～8 20

物 理 助 手 小

鉱 物 教 授 竹

地 物 助 手 宮

化 学 教 授 向

物 理 教 授 山

化 学 教 授 黒

化 学 助教授 池 本   勲 アメ リカ合衆国

渡  航  目  的
第 10回有機金属国際会議出席及び
触媒化学に関する研究調査のため

第 12回 国際結晶学連合会議出席及
び鉱物学に関する研究連絡のため

第16回低温物理学国際会議並びに
第 4回二次元系の電子物性に関す
る国際会議出席及び低温物性に関
する研究連絡のため

人工知能の応用に関する共同研究
並びに情報科学に関する研究連絡
のため

国際協同実験,電子・陽電子衝突
実験のため

第16回 低温物理学国際会議出席の
ため

興奮性細胞の構造と機能に関する
国際会議出席のため

国際地球電気磁気学協会第 4回科
学会議出席のため

国際電波科学連合20回総会出席の
ため

アメリカ化学会第 182年会出席及
び放射化学に関する研究調査のた
め

国際天文学連合コロキウム「太陽
と′lH星の脈動の諸問題」出席及び
星の非動径振動と安定性の研究の
ため

第13回国際植物学会議出席及び野
外植物の学術調査のため

蛋白質分子の自己形成セミナー準
備会,本会議出席及び第 7回 国際
生物物理学会出席のため

第16回低温物理国際会議出席及び
固体物理学に関する研究のため

第 12回国際結晶学連合総会出席及
び鉱物結晶学の研究調査のため

海洋物理学の共同研究のため

新 しい合成手法の開発と天然有機
化合物の合成の研究実施のため

核プローブによるアモルファス系
の研究国際会議出席のため

分子構造設計の開発に関する共同
研究実施及び 1次元導体に関する
研究連絡のため

分子構造設計の開発に関する共同
研究実施のため

藤

　

中

　

田

0

素粒子 助 手

物 理 助教授

生 化 教 授

地 物 教 授

天 文 教 授

化 学 教 授

蓑 輪

小 林

洒 井

/]ヽ   山島

高 倉

富 永

俊

　

彦
　
　
　
　
達

メ

　

　

　

　

　

　

メ

　

　

メ

ア

　

連
　
　
ア
　
　
ア

一　
　
稔

　

雄

　

健

天 文 助 手 柴 橋 博 資

物 教 授

化 助教授

郎

　

篤

敏伯

　

飼

佐

　

猪

植

　

生

野 嘉 之

内 慶 夫

田 元 靖

山 光 昭

崎 敏 光

田 晴 雄
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谷
　
田

古

和

授

授

教

教

物

理

植

物

所属  官職   氏

情 報 助教授 前 川

情 報 教 授 後 藤

化 学 教 授 朽 津

植 物 助教授 駒 嶺

物 理 助 手 岩 佐

数 学 助教授 塩 田

名   渡 航 先 国

守 アメリカ合衆国

雅 樹 オース トラリア

昭 允 アメ リカ合衆国 ,

メキシコ

英 一  アメ リカ合衆国

耕 三 カナダ,ベルギ
ー, ドイツ連邦
共和国

穆 オース トラリア ,

シンガポール ,

インドネシア

泉 アメ リカ合衆国

徹 治 アメ リカ合衆国

渡航期間

8 22～
57. 6. 15

8 18～ 8 29

8 14～ 8. 31

82～ 8.9

8. 14´-9.  7

8 18-9. 12

8 17′V9. 6

8 28 ～9 20

物 理 助教授 江 口

植 物 助 手 新 免

地 物 教 授 岸 保

鉱 物 助教授 武 田

物 理 教 授 山 口

徹  ドイツ連邦共和
国

渡  航  目  的
情報科学に関する共同研究のため

第 13回国際植物学会出席のため

蛋白質分子の自己形成セミナー準
備会,本会議及び第 7回 国際生物
物理学会議出席のため

1981年度計算機学会シンポジウム
「記号数式処理」出席のため

国際結晶学連合理事会,第 28回
IUPAC会議,第 12回 国際結晶学
連合総会 ,第 31回 IUPAC総 会出
席及び物理化学の研究のため

第13回 国際植物学会議出席及び植
物生理学に関する研究連絡のため

第 16回低温物理国際会議及びフオ
ノン物理国際会議出席並びに固体
物理学の研究連絡のため

「フェルマーの大定理に関連する
整数論の最近の傾向に関する会議」
参加及び代数幾何学に関する研究
調査のため

第 10回高エネルギー電子,光子相
互作用国際会議及び研究集会「素
粒子物理学と統計物理学の構造要
素」出席のため

植物細胞膜の生物物理学的研究の
ため

第 3回 国際気象学及び大気物理学
協会学術総会出席のため

国際隕石学会第44回年会,評議員
会出席及び隕石鉱物に関する研究
調査のため

高エネルギーにおける軽粒子と光
子の相互作用に関する国際シンポ
ジウム並びに第 7回国際純粋応用
物理学連合総会出席のため

第 4回二次元電子系物理学国際会
議,狭いバンドギャプ半導体国際
会議,低温物理学国際会議出席並
びに半導体物理学の研究連絡のた
め

国際半乾燥熱帯作物研究所理事会
出席及び人類生態学に関する研究
連絡のため

第 7回 国際生物物理学会出席及び
物理学に関する研究連絡のため

8.22-9 12

|

和

　

和
　
　
王
邦

　

和

共
国

共

　

合
連

　

共

ス

邦
王

邦

　

連

ツ
　
　
邦

ン

連
合

連

　

　

，
イ
　
　
連

ラ

ツ
連
　
ツ
　
　
ス
ド
国
　
ツ
フ

イ

，　
イ
　
　
イ

，
和
　
イ

，

ド
国

ド
国
　
ス
国
共
　
ド
国

男

　

郎

　

弘

　

　

夫

三

輝

　

勘
　
　
　
　
　
〓昇

ス
リ
ィ
　
　
　
ォ
　
　
　
メ

一
メ
ド
国

　
　
，　
　
　
ア

オ
ア

，
和
　
　
ル
タ
　
　
，
国

，
，
国
土
ハ
　
　
一
ル
　
　
コ
舟
（

ダ
ア
衆
邦
　
　
エ
ボ
　
　
シ
合

ナ
リ
合
連

　

ジ
ト
　
　
キ
カ

カ
ト
カ
ツ
　
　
二
一　
　
メ
リ

忠
　
　
　
　
　
巌

　

　

之

泰
　
　
　
　
　
　
　
　
健

827～ 11 7

8.15～ 9. 1

8. 14～ 8 26

8.22′-9.5

物 理 教 授 植 村

地 理 助教授 小 堀

8. 14～ 9.21

8.30～ 9 15

8.20～ 9. 6物 理 助教授 若 林
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所属  官職   氏   名

臨 海 助 手 雨 宮 昭 南

動 物 助 手 馬 場 昭 次 アメリカ合衆国 9 8～ 9.17

動 物 教 授 高 橋 景 一 アメリカ合衆国 9.7～916

動 物 助 手 真行寺 千佳子 アメリカ合衆国 9 8～916

稔  ソ ビエ ト連邦  9.23～ 103

朗 人  スペイン, イタ 926～ 1011
リア

渡  航  目  的

ウニ及び海産無脊椎動物卵の受精
並びに初期発生の過程と機構に関
する日米科学協カセミナー出席及
び発生生物学に関する研究連絡の
ため

第 6回高エネルギー物理問題国際
研究集会出席のため

代数幾何学の研究のため

放射線生物学に関する研究のため

ニュージーランド北島の第四紀地
殻変動調査のため

原子核におけるクラスター現象に
関する国際会議出席及び原子核に
関する研究のため

繊毛運動の機構と制御に関する国
際会議出席及び動物生理学に関す
る研究連絡のため

繊毛運動の機構と制御に関する国
際集会参加及び動物生理学に関す
る研究連絡のため

繊毛運動の機構と制御に関する国
際集会出席及び細胞生理学に関す
る研究連絡のため

希ガスの地球化学研究に関する研
究連絡のため

原子核に関する国際集会出席並び
に原子核物理に関する研究連絡の
ため

天文学に関する調査研究のため

ソウル国際分光学会出席及び無機
化学に関する研究連絡のため

国際会議「HERAの見地にたった
討論会を兼ねたEP衝突装置にお
ける物理学」出席及び日米科学協
力事業「電子・陽電子衝突型加速
器による新粒子検出実験」のため

ニュージーランド北島の第四紀地
殻変動調査のため

ICFA(将来の加速器に関する国
際委員会 )第 6国会議出席のため

モンスーン観測実験に関する科学

(9

渡 航 先 国

アメリカ合衆国

月 )

渡航期間

9  3～ 9. 28

物 理 教 授

数 学 助 手

動 物 助 手

地 理 助 手

物 理 教 授

猪 木 慶 治

川 又 雄二郎

井 尻 憲 一

池 田 安 隆

有 馬 朗 人

ソ ビエ ト連 邦

アメ リカ合衆国

連 合 王 国

ニュージーラン
ド

ドイツ連邦共和
国

9 14-9 21

9 1～
57. 8 21

9.26´V
5710. 5

9.14～
57.1  9

9  3～ 9 19

嶋

　

馬

小

　

有

授

　

授

教

　

教

物

　

理

地

　

物

中

破

　

江

尾

不

　

釜

川
　
　
口
　
　
保

士
口
　

山

　

岸

授

　

授

　

授

教

　

教

　

教

理
　
　
理
　
　
物

地
　
　
物

　

地

天 文 助 手

化 学 教 授

物 理 助教授

敬 アメリカ合衆国
敬一郎 大 韓 民 国

常 好  ドイツ連邦共和
国,ア メリカ合
衆国

(10

虎 雄 ニュージーラン
ド

嘉 夫 ソ ビエ ト連邦

勘二郎 イ ン ドネ シア

9.17～ 10.18

9  9-9 14

930～ 1025

月 )

1031´V1220

1019´V10.24

1023～ 1031
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的成果国際会議出席のため



所属  官職

人 類 教 授

地 理 講 師

天 文 助教授 平 桂 一

渡航期間    渡  航  目  的
10.12～ 1025 人類学に関する研究連絡のため

1010.～ 11 7 中部太平洋における海面変動とテ
クトニクス予備調査のため

10 6～ 1018

市

之

名

恵

伸

本

倉

氏

尾

米

渡 航 先 国

フ ィ リ ピ ン

ニュージーラン
ド,西サモア共
和国,フ ィジー,
ナウル共和国 ,

アメ リカ合衆国

アメリカ合衆国

地 物 助 手

情 報 助教授

物 理 助 手

植物園 助 手

情 報 教 授

化 学 教 授

化 学 助教授

物 理 教 授

化 学 教 授 大 木 道

勅 イ ン ドネ シア

彦 オランダ,連合
王国

夫 アメリカ合衆国

仁 中華人民共和国

夫 オランダ,連合
王国,ア メ リカ
合衆国

昭 アメリカ合衆国

呆 タ    イ

ー アメリカ合衆国

則 アメリカ合衆国

国際天文学連合コロキウムm68
「球状星団の天体物理パラメー列
出席及び恒星天文学に関する研究
連絡のため

「モンスーン実験」に関する国際
会議出席のため

量流昇愛冒魔倉
議出席及び情報科

重力派の検出に関する共同研究実
施のため

植物分類学に関する資料収集のた
め

国際情報処理連合「算法言語」国
際シンポジウム出席及びソフトウ
エアエ学に関する調査研究のため

有機合成化学に関する調査研究の
ため

熱帯における水田の高度利用と窒
素循環の研究のため

第27回磁気学及び磁性材料国際会
議出席並びに磁気学に関する研究
連絡のため

大学教育における化学の基礎,市
民としての最低必要原理セミナー
本会議出席並びに化学教育事情研
究のため

す。

新 田

佐 藤

坪 野

邑 田

米 田

向 山

原 口

飯 田

雅

　

公

信

光

　

紘

　

修

10.24´-1031

1024～ 11 3

1010-1025

1018-1026

1024-11.12

1016～ 11 2

1013～ 12.11

10.31～ 1116

10.27´ Vl1 8

毎 月 1日 は

「省エネルギー」

―-19-



記後集編

原稿が集まらなければ:それなりのうすい広報

を出すことにしているので,この編集‐とぃう作業

は言ってみれば気鼻tも1の .である。しかし,表紙
|には苦労させられる。とくに蔀1号の表紙は|,かげ

のうすいものであぅた。本来は1本文の研究
―
の発

端かわか|るような隷 |がよいのだろうかしそれが|

表紙になりえない0が,数学の特買なのであろう。

今回|は、機分螂 でした。    (い |)

轟
轟
轟
歯
一機
熱
由
轟
お
藁
轟

お
よ
ふ
‡
議
凛
歯
詭
典
歯
由
轟

◎泥棒力端 |らっても|ヽる 儘議鐵醍詢 ′

本郷構内は颯棒天1国 ,といわれていますもいたるところで

泥棒 (盗難)の被害にあっていますoあなたのちょぅとし

た注意で被害をくいとめられますo

～最近被害続‐出～

-20-
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